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一二二五七元へと、大幅な増加を見せた。一方、所得増加の大部分は政府補償金であり、牧畜生産によるも ではない。上記 諸政策は草原牧畜業が後進的生産方式であるとの基本認識に基づき、放牧行為の制限によって生態環境の回復を目指している。草原の生態機能を強調するあまり生産機能が否定され、補償金の増額により牧畜業制限を受けた牧畜民の反発 和らげ こと 狙っている。しかし、補償金制度は永続するとは思われない。この政策で生産基盤を失った牧畜農家が将来生産を回復させ、自立した生計を立てことができるかという問題が残されている。　（訥木和吉日嘎拉
：内蒙古大学蒙古学研究中心講師）
